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第６問 

 

三角形 𝐴𝐵𝐶 において、 𝐴𝐵 = 𝐴𝐶 = 5, 𝐵𝐶 = √5 とする。辺 𝐴𝐶 上に点 

𝐷 を 𝐴𝐷 = 3 となるようにとり、辺 𝐵𝐶 の 𝐵 の側の延長と三角形 𝐴𝐵𝐷 の

外接円との交点で 𝐵 と異なるものを 𝐸 とする。 

 𝐶𝐸 ⋅ 𝐶𝐵 =  アイ  であるから、𝐵𝐸 = √  ウ    である。 

 

三角形 𝐴𝐶𝐸 の重心を 𝐺 とすると、𝐴𝐺 =
  エオ  

  カ  
  である。 

 

𝐴𝐵 と 𝐷𝐸 の交点を 𝑃 とすると 

 

𝐷𝑃

𝐸𝑃
=

  キ  

  ク  
 ⋯ ⋯ ⋯  ① 

 

である。 

 

 三角形 𝐴𝐵𝐶 と三角形 𝐸𝐷𝐶 において、点 𝐴, 𝐵, 𝐷, 𝐸 は同一円周上に

あるので ∠𝐶𝐴𝐵 = ∠𝐶𝐸𝐷 で、∠ 𝐶 は共通であるから 

 

𝐷𝐸 =   ケ   √  コ    ⋯ ⋯ ⋯  ② 

 

である。 

 

①、② から、 𝐸𝑃 =
  サ   √  シ  

  ス  
 である。 

 



 

(1) 三角形 𝐴𝐶𝐸 と三角形 𝐵𝐶𝐷 において、∠𝐴𝐶𝐸 = ∠𝐵𝐶𝐷 が成り立つ。ま

た、四角形 𝐴𝐷𝐵𝐸 が円に内接していることから ∠𝐶𝐴𝐸 = ∠𝐶𝐵𝐷 が成り立つ。 

よって三角形 𝐴𝐶𝐸 と三角形 𝐵𝐶𝐷 は相似であることが分かる。これより、 

 

𝐶𝐴 ∶ 𝐶𝐸 = 𝐶𝐵 ∶ 𝐶𝐷 ⇒ 𝐶𝐸 ⋅ 𝐶𝐵 = 𝐶𝐴 ⋅ 𝐶𝐷 = 5 × (5 − 3) = 𝟏𝟎 

 

このことから 

 

𝐶𝐸 =
10

𝐶𝐵
= 2√5  ⇒   𝐵𝐸 = 2√5 − √5 = √𝟓 

 

これより 𝐵𝐶 = 𝐵𝐸 となるため、点 𝐵 は辺 𝐶𝐸 の中点である。よって三角形 

𝐴𝐶𝐸 の重心 𝐺 は線分 𝐴𝐵 上にある。また 𝐴𝐺 ∶  𝐺𝐵 = 2 ∶ 1 であるため、 

 

𝐴𝐺 =
2

3
× 𝐴𝐵 =

𝟏𝟎

𝟑
 



 

𝐴𝐵 と 𝐷𝐸 の交点を 𝑃 とする。また、𝐴𝐵 ∥ 𝐷𝐷′ となる 𝐵𝐶 上の点 𝐷′ を

とる。このとき 

 

𝐵𝐷′ ∶ 𝐵𝐶 = 𝐴𝐷 ∶ 𝐴𝐶 = 3 ∶ 5 ⇒   𝐵𝐷′ =
3

5
× 𝐵𝐶 =

3√5

5
 

となる。一方 𝐷𝑃 ∶ 𝐸𝑃 = 𝐷′𝐵 ∶ 𝐸𝐵 より 

 

𝐷𝑃

𝐸𝑃
=

𝐷′𝐵

𝐸𝐵
=

3√5/5

√5
=

𝟑

𝟓
⋯ ⋯ ⋯  ① 

 

である。 

 

 三角形 𝐴𝐵𝐶 と三角形 𝐸𝐷𝐶 において、点 𝐴, 𝐵, 𝐷, 𝐸 は同一円周上に

あるので ∠𝐶𝐴𝐵 = ∠𝐶𝐸𝐷 で、∠ 𝐶  は共通である。よって三角形 𝐴𝐵𝐶  と三

角形 𝐸𝐷𝐶 は相似である。このことから 

 

𝐴𝐵 ∶ 𝐷𝐸 = 𝐴𝐶 ∶ 𝐶𝐸 ⇒ 5 ∶ 𝐷𝐸 = 5 ∶ 2√5 

 

つまり、 

𝐷𝐸 = 𝟐√𝟓  ⋯ ⋯ ⋯  ② 

 



である。 

 

①、② および 𝐷𝑃 ∶ 𝐸𝑃 = 3 ∶ 5 から、  

𝐸𝑃 =
5

8
× 𝐷𝐸 =

𝟓√𝟓

𝟒
 

である。 

 


